
｢ドン｣をつくる菅原道孝さん(71)

倒広報

しノヾつ
●標津営林署がのこっlJ

●標津町農業調舵研究会が発足

萌える海と大地･さわ醐交流郷

ポー川まつりガ10月4日に行わ

れました｡
r土器のイモ素｣｢もちつき｣｢脱穀｣

｢せんべい焼｣｢手打うどん｣など､

食べながら開拓当時を体験｡

川北に住む菅原道草さん(71 )は

米で｢ドン｣をつくってくれまし

た｡
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もしも廃止になっていたら

二二十数年来､安い外川〃杓
が仏-iE域に出まわり､また'家を姓てるにも木利があまり仙われなくなってきているのに加えてへ　〃小知の低迷によって住七建設そのものか伸び悩みの傾向にありますo　このため'側<;の本朝講習が落込んで､E小林相継･)::Lは梅めて赦しい情況におかれており〟第一の国鉄〟ともいわれておりますひ

このような川和林町絶i=Hの郎
状を=倒し､桐米に向けて八日坤的ちそして抜本的も政S]を川るため'囲(林野･;)は'･椛林部の椀=刑州を似て'純椀人目を進めてきました｡

<･川　山一!_=･:林粥のうち　刑
の　1･):={林野を昭和･ハ-　勺低までに憐･tLようとする内裕のもので､(･中性はその日1=終勺度として'令国卜:.:I:林?=の塊1-が決定しておりまLLJC

杷津).;林粥は､川仰広!. =･:林立局

の爪;蛇卜のIL:::I:林野の一つとして朋利　六勺に中標津･祈林鞘から分別され化は訳されLJ比帳的糖虹の糾しい舛林粥ですC職目上八IhyT　(家族を〈･=めると1九L新)｡職日日約㌧､税などfT･).[･:林粥が此接･m収に地域に投卜する絶境は､勺問約Lハ億円o本町最人税枚の川の日光機関でもあります｡

地域の継済･行政に人きな役
別を抑い-1T'献している糠拙･)::I:林粥の憐=は､叫の･朋班にもつながると付芯つけ'叫･町議会･絶析川体･椎柴川体･Hi=関係川体･労働川体などがこぞってん};_対策越州に･iちあかり'林野;をはじめ川仰仏舛林支局比なと林町関係部に対し､いち}-しかも数次にわたり付-tr即のための巡軌を城帆してきましたG

樵津山;林粥は'山菜==･が少な

-しかも申枕けり.:L林粥に隣接しているなどt;.かれている相沢は称めて…鵬し-､ヤ抑ち迦軌ではありませんてLL)じ　昭利･ハ0年
Jijには､川じ川仙仏的林支局t. ･1･1;

標津営林署概要

‖‥最
I:･延　IE

牛退化62　林(;1勺　度

総造林地郎11圭

( T-ha)

九人/E　産(打mり

言1.i..,.lg持　氏

(il　牛　度

Ill_木処分

(fEJml)

117



林署

I陀

な-なっていたら深刻な問題

標津町商工会長

後藤　一郎氏

の標茶営林欝が廃止になっているという現実もありましたo

Lかし､卜月`卜　日に全山

に公出されました全州　〓御所の椀止刈象の雛を逃れることができましたo　(北粘迫は､斜5(左山渓'　の横平一節林粥が鵬止)

これも､林野}-LTFのご碓解と
あわせ標津;(11林増の存F;.に布せる町民の熱==Sが関係新に通じL)ことの威光ともいえますo

所在の意義に

思いを深く

結果として概津･)l=･:林判はみ}糾

することになりましたD　しかし

払たちは､災際に当!::Ll林PSが虹…-なっていたらどうであったでしょうO地域絞折がこうむる大きなれ撃はもとより'スポーツ文化･二能の指噂薪や'仲間としてt･3動した皆林署の職日日がいなくなる｡おfさんにとっては､同級化がどんどん虹校してゆ-｡EEHの人目がL千人を割って･ハ千八台になる｡こんな情日射を想うと恐しきさえ感じますo

今般の:::{林円関越は､けして

一過性の問題としてとらえるこ
となく　現在､本町に所在している田などの出光機関の々裸の

A.=･i並を改めて私したち即比に問
うたのではないでしょうか｡

慢心反対迎軌をしたかいかあ

った｡町民1丸となっiJ運動が
i失って大変うれしい｡

営林粥がな-なっLJら町の勢

いが沈滞するLt機業活動が現状以下になると深刻な問題になっていたはずLZo我々商⊥某省

も人いに偶心を鳩せていたo

まLJ､碑林群には叫の文化･

スポーツtIm1軌にり-ダー的JL h小の人も多く､八･後もt･=軌してもらえると臥うO

付帯が決まり､いずれ人Sの
削減問題もi･=て-るとやっが､こちらから`‖えるところではな

たLJ.市棚など射業の1部が

比側に移碑されると糾いているので'民間経済の刺激も期待している｡

△▲△▲△▲△▲△▲△▲企▲△▲皇△▲△▲皇企▲△▲

町民は･lE公庁がな-なることに敏感

標津町町内会迷路協議全長

疋田　敏一氏

とにか-良かった｡皆んなか

存嗣に向けl fj懸命やったo根低い存P_迎軌の結果でしょう｡

私も､十月･L五日に帯広営林

支LTへ陳情にわきましたo官民

体の運動が良かったo標津帯解欝が附利二一十五牛に
焼失Lt　中標津町へ移転して以来､剛民は官公けが無-なることに敏感になっているのではo

今年'NTTが縮小し'若い

職良がいな-なりまLLJ｡地域経済に対する影響もさることながら､地化の必名との交流を考えれば不幸なことですo



好評!オリジナル名刺

本..-川月のまちつ-り新訂州

スタートにあわせて叫職=日を小心として使川しているオリジナル缶刺か｢標津叫のイメージをさわやかなタソチで光り込んでいる｣と､肘辞を憎しております｡
ム=紙卜部に鯨とrのイラス-

を入れへ海と人地を鮮やかな故光色のブルーとグリーンで炎わし'中央に本E=のシンボルテーマ　｢制える軸と大地･さわやか交流郷｣と印刷されていますo
ぜひ､お使いいただ-ようお

恥いします｡*ム日航船価　山付目(lJ;枚)(申し込みは役場企榊鮎a'課･<;級.Uまで)

街頭で安全運転を呼びかける高校生

オリジナル名刺の表と集

り乍1l H H､ 11J'1･H′[.して｢=仙　-_輪rlrでのタヒ｣

-J'r一枚発′F Lリ､水､ 1(川22日でセロの11 5()() Hを

辻l戊Lましたo

この,.Ll紬.娃戒を..Li念して､ ｣EJllfirL交通′衣食

稚進委il公(/,HE)丘納会lく)から概ミ津別交通
I/i/Lhllf赴l方も.満会(JJ=II鳩k　一会1く)に刈し炎形

状か耶られました｡

この日は′r子女:日収与()分か〆,､東lTHl州j交J由'/1'

食指将L1､ 411IH F.L:IJf女の′l_祉ら5()人か徒r51Ilで一!R

/lゝ他紙を呼びかけましたo

泣鞍泣三光m空説…染三染洪'tnm茂;泣≡HBeigBiK･災m



狐染…泣≡並三R染:肌蹴ヨ

7

入選省を象れボランティア活動啓発作品コンクール

Z lではボランティア捕軌の理　ました｡

鰍を探めるため､叫内の小申･:ノー　給両の部には､卜･=…'竹久校‖ル==-什経か､;'ホランティア　の邦にはい　l_1 -…が応=;%｡IL;
t･=軌に側する給と〃丈をf;%災し　卜l日に人巡･vS炎杉か.什われ

苫状を受ける入選者･=状が丁場されました｡

▼人選揖　(給-;の跳)雌津別に･S

木川幸ザ-ん　(北標畑中　1勺)　山中あさみさんへ忠頬小川牛)日中悦了さん　へ小心規小`年)

放け町社会触祉協議会
.;I;

I.J酌僻席子さん　(巾小
紙小･ハ勺)小野俊樹-ん　(小心桝小■咋)川中祐介-ん　(小心粕小.午)　五卜瓜絢.-ん　(燕別小ーL午)米杓TL'･3]｢さん　(潤別小五牛)

標津町敢行kf=
小町　矢-ん　(j==別

小･ハ乍)佐択叶奈-さん(府別小人隼)中野珊枝さん　へ煎別小六勺)

▼人選}=(作文の部)標津剛止朋
小町和博-ん　(心軸小六隼)川中奈仲代さん　(北標津小■牛)彬本心さん(上-Ii多糠小六年)

標津町礼仝触祉協減食長竹.日日哉代さん(北根津中.午)
刈-桂/さん(北標沖中　年)川中糾恵美さん　(北標津小二牛)鈴木小白人‖さん　(北標梓中二叶)川中大-ん　(北標津中二勺)

標津剛毅台良貨
-=日栄`-ん(北標津申`勺)

川柳虹-ん　(北雌津中　1g･)城川力-ん　(北標津中二午)米桝広之-ん(北標津中　年)

結婚50年を祝う会　　　　-

既教護架設

町内に住みt i～ =和- `勺に縦

婚された方々を対象に､九月
･1JEにホテル楠において'柿

崎50年を祝う会か開催されました｡

今回は.二卜八人か対象で'

小川桐即止から｢これからもお九九で｣と､祝郡が述へ･rれた後'花柳働市さんの踊りを米しみましたo>;#i;

勝木勝汚･すてさん､山崎的

1郎･,,,ツエさん､利-如朋･

マサ√さんへ　如沢･仙･=･はつえさん､池辺越州･ハツヨさんへ奥=久蔵･ムツさん､r:谷進･
I,,チヨさん､1日木,,/ツエさん'

小町あきさん､両日ツヤさん'付し漉･=さん'〓鳥=火太郎さん稲刈きみさん､･E･I;作美/さん竹川マツさん､桁場久叫さん､
1ClHミチさん､滝本キチさん､

弓域ハツさん､約･…抑化さん'n藤ナミさん



人問は心が大切
たけ

別所毅彦氏講演会

-;-　‖1緯八時から､標

津剛肉-公館において､別FL I毅彦比　(野球･%編. 1&)　の溝桝合か桝伸され､Lハ十Lハ人が熱心に聞き入っていましたQ

この沸満会は､･倒-全fr勺部

紙成.卜川隼を記念して.‖わ机たもので､別所氏は｢入関は'才能たけでは勝負に勝てない｡知瓶を身につけたことを発展させるには'親御ではな-心を身につけなければならない｣と'梢神諭の巾晋作を説きました.

酪農は難かしいです

第5回新若妻懇談会

第1 5回徽徽町I霊義
ソフト､ゲートボールにはつらつプレイ

和やかに懇談

標津ド1J㌫仙如入部　(邪･jlT会
求)　が･t仰となり'卜月卜川日に標津叫農協にて節に回節=tむ恐議会が開かれました0

位束に嫁いで刷らない3Sよ九

人が侶榔し｢柵=LYは鮒かしい｣｢札は釧路で小楯の=小をしていたか酪出一求に舵椛はなかった｣と､以外と=･=労は33えもいようすo　仙人榔役=;からは　｢娘さんが繕':=･:沖=jをつけ始めると維;tt=･:が艮-なる｣と北郷からの7-バイスD　仲良をとりなからちこやかに態成しましたC

人帳小帆による腿作業の巡れ

て延び延びに,Jrていた恥-;回雌津叩;3紫斑　(ソ7-ポール入会･ケートホール入会')　が'卜HM=川北申…∵校グラン-杏
～-=会場に.‖われました0

人公の成純は次のとおりD

▼朋√ソフトへ卜.チーム参加)

俊勝　川北Hチーム　八へ-川和

-･･:ド;.lL.=)

▼女√ソフト　へ六チーム参加)

健勝　占多拙チーム　(･=川ヤ

Li:=付)

▼ケ-ーホール　(-;チーム参

加)健勝-=多軸rチーム　(. ･L=日

放栄肝…仰)

思わず歓声が

スポットライーを寄贈

員音量を受ける小田桐町長

lOJH iり′,'こ成[･定の怨村

Ji顎境改蒋センタ-の棚Lr.L',に

と､松ト'.ii l株式公刊釧路

JlJ.張J'jfとj正確ナショナル通

1日刑機株式金村から1 kWの

ビンスポットライトをIlりに

'右脚していたたきましたo

どう　t)ありがとうございま

すD



鮭料理講習会に参加

講習会に参加のメンハー

9日23･2′1Hの2 1川日. /{別'附IJ-ltJ森

LE,土人対日rHJかL､,子'之場職工Lr-,八が､ Ill")杏,.JJ

れ卜小泊経木処IllL場7Llとを祝?,そし､友:Jj'

のきずなを深めました0

人対日r"]では､ ′1 1T-h"lJで吐2()八の'IJl域Fl践

uの派j止をT･/ilしており､ ′卜回はそのrJrJl

帥です｡

九日　-L日に=‖Sf叫‖ル=}(ム

鮒において別料理淵習ヘムか川付され､比津叫からは､ホテル､食=[-･の綿!.ER･;八八か参加しましたC

綱帥は､抑制郎=-二両の別料
桝叫門滋で'〓1時代か.hkわる緋の郷土料理=-相知S,つれ｢焼き拭け　(以火で焼きーけた鮎を批…いうちに･=日に･=け込む)A｢/岐瀬　(スリ身にした刑をタンコ状にし'ダシ日で食へる))など八神桃が調岬されました｡

参加i=は　｢別を`本いつはん

入明に扱って食へ人を-1人しているな｣｢判aIのシリ肌もー‥~〓い｣と'しきりに感心していまLLJc

101日9日から22日までの4 F川口､川北つ

くし保帝所(P朋あ二芳雄所長･園児34人)で

第5回｢つく　しまつり｣が行われましたo

帖】児たちの作.V,展示､ミニミニ発表会(歌

や'来宅:消音炎など)､お蝉さんたちのリサイク

ルコーナーなど手つくりの催し物ばかりで

したo

委嘱状を受ける川瀬さん

わたしたちがつ-りました

川瀬ミサヲさんが民生児童委員に

南lJ.多糠に住む川棚ミサヲさん(.r-)9)か､束･

向.斯ltr多糠地rメのLit/l VI,Y､奄LHこ委鵬され

ました｡委嘱其別川は､ H.'iSlZ(;2`1 7日l llから

61川11日30Hまでo



･==′.:.･f;∴三..I-ナー

乳価引き下げ､生産調整､農

産物輸入自由化攻勢など国内外の蘇よ書付が厳しい中､棟津町のよ♯操典策を探ろうとr棟津町点*明査研究会｣が九月十<日に発足しましたo

標津の農慾は酪戊か中心で､

昭和l■卜:=牛には川打1近-めった酪農家も現在は`n･1八戸に減少o減少しながら経営規模を拡大していったのか標沖の現状です｡

今年川月には'加-原料乳の

政肘保障が･rpあたり八十七E:五いじ銭から八卜二円･u十九銭に卜がり､1孔に含まれている孔脂肪分について従水の　1･二

標津町農業調査研究会構成メンバー

所属 ��R�氏名 

標津町農芸協同組合 伜�饕�-HtHll宣祐 'FuL.'農部長 倚)$ｨﾔｸ耳爾�D9�ik��

標津町農業共済組合 伜�饕�

北根室地r夏農薬改良普及所 偃Xﾞﾂ�成田輝久 
普及fl 侘ｹ68�u��

追.立根釧農業試碗場 偖yXx�ﾘ攤ﾊHｸf亦�油谷孝義 

農業縫'P'.'者 ��橋場授- 

北標津 ��

川北 俑�WI��^ﾂ�

ムー多様 ��

標津PIT ��(代炎) 

事務f,.～ ��戸村文昭 
農地懲偏係長 ��ﾉ�ﾉfｹH��

JLから二･五㍗に引き卜けられ
ますます経常をij迫しています｡

さらに､旭全体の加L原料乳

の限度数最がl一打`卜万t′から∴F+〟.′に減らされるなど､標津のrL均的酪農家では'n万円以卜の減収となりますo

Lかしなから､輸入横柑飼料

の目上伯による仙卜がり､初Cと-(竹まれたばかりのー1)　敗北か･=川価格を経的していることなどが縫常悠化を肌いていますが､いつまでこの状態が純-かは柾目-｣ですo

現在の基盤をマリかためるの

ではな-､梢梅的な槽津の=LZ業如興を考え'･l<托しょうとするのか同研究会ですo

帯音大に調査を依頼
川研究会と八.1わせて'町では

朴広畜産入り]･の久保註:治氏　(怖濃緑常;I-)'吉日別人氏　(申地利川学)､阿川光列氏(肉畜肥田･:∵)藤EE裕氏(家系栄養学)へ`爪畑=兜彦氏(畜産機械)　の1i教授に①孔肉複eEl経営②バイオテクノロジー(生命l牛)③公共hT地の効率的浦川～に関する朋鞭'拙=を依槻しました｡

研究会では'この凋雅のため

に資料を拭供するほかへ教柁らの助.=を受けて調fC結蓋榊.
･ハト一1勺八月までに地元の意見

を反映して伽輿人災をまとめる
･1JLt/寸.

〕

標津町辞令(62･10･16発令)
企州粘興裸のル<=fGJなどに什い

IL;･L･ハ=に役域職日の人心悦. I
軌がありましたのでお知らせいたしますo▼部長

総頚部並兼同部総務課火　(帆

部長兼別政課火兼中両群現有長)河野‖巳
作は竹浦都立兼作は課止　(同

部長瀬†-出揃動課長兼袖祉対策室戊)･HM橋弟則▼課長

総稚部(;何振興採火　(川部総
稚裸足)余沢確▼課良補作

総雅邦企Tf;加熱課k補作瀬川
課財政係技(同部肘放課k補作雅同課朋政係長)トロ日進■

†1比tl的郎住民湖北補作　(川

部が比捕軌=i長補佐)IJIE:-j
相済部水推課主幹カムイチエ

ノブの牡抑当　(川部経析批興･:七
･-幹)人山米勝

▼係止

緯桝部総頗課管肘係長(相席
加財政課符糾係犬)　工藤修



11月10Ejt_rir-プL

標津町農村環境改善センター
(新'1.in民館)

博実写で箭1
1.日　　的

祉全構造の急激な変化により､ lnr,齢化が進み日
活JLI柄を営むうえで巾lらかの介磯､介助か必安と

する)j々が相加しつつあり､在宅触祉の推進が･
朋煎紫と7LEILってまいりましたo　このためにもボラ
ンティア[占軌が不叫欠であり､ボランティア･ス

ク-ルを油じてJムく町上丈にその.正宗弧のILL.ll糊を阿る

目的で実施するものであります0
2, i-　　催　標津町･標津町社会袖祉協議我′会

3.開催口時　昭和62年11日5日　午後13:OOから

4.場　　〆斤　撚日印川J火公は館ホ-ル

5.参牡抱囲　ボランティアiFj動に感心をもたれる令
LllHL

臼.参力=:iiI教　:うO 0 r.

7.日　　程

】

)

叫隼から祉ル収-小にかかって

いた撚津:T堤別端境改代センターが､いよいよI HIUにル成しますo
e=肺は-　〓`‖からになり

ますが､桜川Mj文化祭か- 【‖
`.卜八日から卜.〓卜　日まで

糊付されますので本格的な貸鮎はI I;-川‖以降になりまiio蛸館料食は卜=jのとおりです｡どうぞご利川卜さい｡

貸飴料金

区　　　分　⊆　l　時　間　当　り　使　用　料

ステージ照明i　　　　　　　　2,500円

1料食等を徴収する子J■卜の域介の倣IfJ料は､ 5

倍J:J.[ノ小二おいてFnHくが止める0

2　位)川特約Jx_分の2以【にまたがるときは､超

える時間2 r肘lHuJ勺にIfL!り仙川料を時rl"'7.1fりと

して加笥するo

3.峻Jj;料を徴収する仙rFHは､毎イト1(川1 11か▲-'

ulrのLlJj木Hまでとする｡付し､この)Ulm

外であっても仙川した域イナは徴収する0
4.岐JJj料は'j;壬rZの純L仙人】において別に定める笥fl

を徴収する｡

町内の交通事故(9月)
ぐ　うr人rL11 H/PL ,CTrilJ.1

身事故　　1件(14件)
傷者　　　2名(23名)

損事故　　10件(123件)

亡者　　　0名　(0名)

死亡交通事故ゼ⊂】の日
494EI
L1りl　　弓しィ･)

[珊アキ--~T; ㌃丁~て巧~~~~~~て芯~㌔
-　　l■　　　　　　　　　. ､　_　　　　　　　L

総務挑企両舶仰(湖(;川係k　(

同部総稚課か州朋人目係k)　川日日八

紘頗部(1州以外湖山紬係にこ
れはt七･的部Hkt･=軌淵広報係止)鈴木邦人

HHi〃.･=部住.ii=iノ.淋係八　八

川部日比.･3動課L掛係比)　川小什
i.:i..

日.;(-･;;=〓八八日L/･mI■陳

長　(同部巾比,S仙課什NT･=動係止)　L藤芯　l

什比tt=部住比課的比勺食係

比　(川部祇裡課勺食係長)蝋小磯
朋はHL;払い出課交通肌災係

長　(川挑日はTm軌課交地肌災係止)　仇藤子



はやと

岡本儒董)さんちの勇人<ん(6... 2.生)
北標津　◎

■)'1人くんは耳･,iていましたo 'FJ11を触るのに

起きてもらいましたが機嫌か:LiHく､お付きん

にミルクをもL')いましたD

ナウ段JFj',.13､鰍をするrljは､日をとんからかし

liltをしわくちゃにしていいfillする/L,です｡

I)1人くんはおばあちゃん-) (です.おばあ

ちゃんが'f5人くんの月そう　じをすると､ J"illl

よさそうにスヤスヤキ′遥ます｡

リ)八くんのおけさんは大変Y.いんですよo

lHJXで結婚したんです｡そのLllJお父さんは=)

I:.乾でした｡ 'Tj八くんには　T,-炭になる棚.T,.お札

いちべJんがいます. lJ'3人く/L.かいじめられる

とお兄いちゃんはD)JUるんですo

まちの

声･声･声

川北での黙浦が始まったのでL
t･lrJ

◎　　知っている人かだれ.人いな

いこの町で､.体どうやってゆけばいいのかりそんなことばかり頭をよきっていまLL).

でも世間はそん右に冷たいも

のではな-､.Ejか-迎えてくれた人達がいました｡職場の人達そして一ケ月ほど卜宿させてもらっていた人達です｡

みかど

三角　一彦さん
(川北郵便局勤務)

｢新転地での生活｣

B･杓ノー1九日十九日'-L

純を織にして川北に来LJのかついこS州のように川小える4㌧私は　引ヘム人として､川北郁便りに仙めていますC　小や校､中…γ

校を経て地化の+･LI校へ進学し親
.<からl度も離れたことのなかった臼分が､今度は｢自分一人の力で作柄してHかなければならないん1J｣ ｡そう情感しながら

その家族は､父さんと母さん

そして息子さんの二､人住まいで私を息仁や兄弟のように慕って-れました｡ここでの竹浦が本当の自立への抑みになったことは間違いな-'この一家を私は第二の家として'.fl思い出に残るでしょう｡

当初､根茎方面へ来ることは

あまり気が進みませんでしたか'住めば都｡今は川北の温かい住民の人達に脚まれながら包日の生泊を送っていますo今後も皆々様には公私共にお什講になりますが､標津の.佳良としてヨロシクお確いします｡(次のあなたは.1角さんが進んだ川北の和附純良さんです｡)



重民健康保険を華蒙る･,. ◎

?L伽Trり

-標津の国民健康保険会計-

日比髄伐保険税か佃上がりL
竹様の1t仙北におけるn抑制介も‖回-なってきています｡

しかし'健煉あっての人1D
保険税を納めることにより､_らの地場と作柄を守っていけるのです｡

八･回は､標津の被保純q:の加
入状況､件蛸戟･_11保会剤の災

態を考えますo

川比健煉保険(以卜岨保)刺

度は経口治体が特別会別として雌･供しており､標津町にも川民健壊保級特別会引(以下拘保公
.7=)　がありますQ

本来､凶保全剤は'慣さんの

税金と凹の補助金とでまかなわれるへきですが､挺城技術の向

卜､入院忠満の叩加などによる立山の印加やLqの州助率･保険税収納率の低卜により赤寸を余儀な-されていますC

赤字であるからといって保陥

税をす-ーけるわけにもいかず剛の‥地合別より紙入れしているのが実態ですo

標津の岡保加人名は'衣-の

昭和61年度標津町国民健康保険税
特別会計

収入476′049,000円

支出530.456,000円

国庫支出金
(国の医療東補助)

保健給付費(賀帥詣哨案助産東一老人保健拠出金(老人保健医療k)

とおりです｡脚利･ハ- `勺性に保険石か柄ハ爪やけがの治班に果しiJ任地出の総軸はヘ　ム億九八〇`力八ーHとなっています｡
去2)この内肌は'一般被保検

折分か=九･川%o退職満か二l

■%､名人分が二七･四%の

刺(=とちっています｡

61年度の国保税滞納額は

四千五百万円(累計)

｣ハト　年比の川保全爪の保険
税収入は､調･:心術(納めなければならない保陥税)　l.倍川六J

｣ハカ日に刈し'収入は二位　川･ハ月日となっていますo差相川
千1F打方日が抑納軸です｡この即納細は黙別ですかt hL･L

川川竹がfi.･,納している状伽にあ

ります｡

なお､｣ハトl年収の赤字分日

干他州○力Hは､六-I.年度の川保全剤より練･Lt允川(　峠代入)　しておりますC

(表2)

昭和61年度医療糞内訳

(表1)

保験者の状況
人口､世帯数､被保障者数等の状況

ljlJJ1 611l.l斐水 唳�(ｪ2� �,ﾘ��^りｭ����ｸ��]ｲ驅r� 

警芳信~ ll 鳴�ｧB���fﾂ�㊨/③ 7.94 

ll



11月町長カレtJQ'- 1987
不燃物収集日

町民憲章=健康で働き楽しい家庭をつくりましょう｡

Wo(A,霞蓋買讐莞替豊吉flu芸芦センター' �#Xxｨﾉ(ﾔ��ｩ&ｲ���>���fｸﾏij�Rr�

11㈱害悪監Fa^讐讐 �#hxｩDIWy�ｩ&ｲＴ�鳬y9Iﾘ�2r�

12㈱ �#y�s��ﾃh5�_ﾈﾉ)�f�o�i�x�5ｨ985��ｲr�

13(a) �#ｈ������9VbφｦfY��<��ﾟ(蛯�

14(i) �#忠?｢�9V��劔�們�ﾇﾂr�ﾋ��握B��

15(日)票甥葺望蒜美空悪念慧盟ス �3�以竰�

16(月) ��2�篦�

17(火) �(xｩ?ｹv8髦ｨ)$佰i5ｲr�

18㈱ �8xｩ?ｹv8髯,����>���fｸﾏij�Br�

19㈱ー成人病2次検診中 釘�｢�

20触｣昭和62年度標津町表彰式ノ 迭�"�

21(土) 澱モ��儖ｨﾆHﾆHﾜ�)8"r�

22(a) 途以笆wVﾒ��ﾉ�ﾈﾉ(ﾔ險)����ｭ池�

23uI)…廿の田 唐�笙lhｹhﾎﾘﾗX�橙��IZｨ自8�,8ﾏij�池�

24(火) 祷x｣8ﾜｸ髦ﾉ)�b謁2鞴ｩx�5ｨ985��ｲr�

2　　■彩　力丁　目

一般廃棄物収集区域(寮E]は休みですo)

新川上町･JH上町･栄町･緑町弥栄町･措q]

本町･鳩ケ丘町双葉町桜木町･住吉町･東浜

川北･伊茶仁恵頬浜古多格･井別･崎無異･古多糠l　2B



標津竪穴群の謎をさくる◎

雌津の=批初の付人は､今ま

での朋雅によれば約ヒ千句前の純文;代の人々たったことをおLgLしまLL)｡以後'八･日まで私LJちの机九はさまざまで'i)び巾なる州雛をのり越えてきLJにちかいありません0　兆桝をしていて感じるのですが'榊雛の.つに火山の
･=火があけられます｡

ポー川史跡E]然公園

学芸臭相田　光明

標津では大まかに

L種類の火山伏が･i･の中に堆積していますo　節-川に示しましたが､雌阿寒岳､カムイヌプリt.{､輝偶火山の火山伏､軽石が噴火で飛ばされてきています｡どの火山灰も火へ飛んでいますが'これは噴

火によって高-上HLLJ火山伏が'西から火へ吹-偏粥瓜に来って飛んできたためですC　郡二間は火山伏の堆横状態を小しましたD標津に人が住むようになってからは1LE機軸の火山状が降っています｡たた'{多糠か薫別では'火山灰が飛んたコースからはずれているので､火山伏が少しL)つたり､見られないものもあります｡

摩周火山の噴火標津的初の住人から'現代ま

で火山噴火で.蘇人きいのは､准周火山の噴火ですo　けさ25-帥mの軽んが堆積しています｡摩問gh lという火山伏で､今から約･`ハ千午前の出来恥です｡この咽の噴火によって､あの摩糊制の-はみができたのです｡空をおおう火山灰降って-る軽石は腎穴郡の人々に人きなれ撃を与えたはずです｡標沖ではcJ頻火山の噴火によって被f=を受けたような痕跡は見つかっていません｡たた､昭和一｡十八年の十勝氏の

擦文時代の竪穴住居に降り嫌った雌阿寒a火山灰

鵬火でさえ'熊騒軌という形で人きな彬邪かあったことをサえれば､火山伏や怖石が3cmも推械するほどの･=火は､私たち附九か竹t･=を変えなければならないほとの彩管だったと州心われます｡

章二_ -:lTlIT~-:__鳴よぎ
鴫　　　　　　　　I-T9

上　帯3地点　南　断面　　右　南面　左南東

下　前3地点　北　断面　　右　北西　左北東
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絵のお知らせ

俄柁~荷などの遺族に対する特別

巾慰愈法が60年6Flに一･都政止さ

れておりますo　次の事項に該当さ

れる方で､まlL:硝求されていろ.い

カは至急手続きをするようお知ら

せしますo

.1亡

1支給対象者

(1) E相川Jr6年91J18日以降戦死

又は職柄死されたjJの追放で

".1川r(;()牛4 H 1 rlにおいて遺

族il金･公務扶助料等の,受給

B-かいない遺族o

(≡)支給順位は戦没名の配偶名

了･父f‡ト孫･祖父母･兄弟

帥妹. H_親八号内の親族の順で

支給されます｡

2.支系分散l

楯血301JjrTJの岨仏(101f低速)

3.慣還開始

Jl.'iJr】(ll,'F 6月15 n

4.uL'iポ期限(帖効)

即jfJLG.'i牛6 7113日

5.その他

受付は役場袖祁:深福祉係ですo

問い合わせをして下さいo

町税は納期内に

今flは､問'iE資産税(3期)の

納期ですD

llFJ30t]までに役場出納室､川

北公民館.各地区納税組合長に約

人願いますo

榔校卒業者に
就職の壕を

FF拘3 JJに根室管lA)のftr;巧′lt''

校を牛糞(･'延されております者

のうち560名の方が就職を希望

しており､その大半の二者が地JL二

での就職を望んでおりますo

地元にとりましても新規学校

卒業者のhJf川は､地域寿逢清の発

展又はは性化のために梅めて人

中な問題であると考えられます｡

今年も7月1日から求人申込

みが開始されていますが､例年

也)己の求人rfl込みが遅く(.,I)等学

校でも職光指導に苦慮しておr)

ます｡

壮業主の皆様におかれては､

従業員の採用.Il何を樹屯されま

してr戸･期に求人の申込みをされ

ますよう特段の御配慮を賜りま

すようお噺い申LJ.けますo

根菜公共職業有志所

住民生活のより一･層の安全確

保を図るため､自治体消防発足

40周年を機に､住民と消防との

意思疎通､相互交流の場として
｢119番の日｣を設けることによ

り､国民の消防全般に対するiE

しい理解と言忍鼓を深め､住民の

防災意識の高揚､ひいては地域

ぐるみの防災体制の確立に資す

ることを目的とする｡
｢119番の日｣は､毎年11月9El

です｡

●税を知る週間
今年も11月11日鵬から17日(畑ま

でを｢税を知る週間｣とし､この

期間中｢この社会あなたの税がい

きている｣をメインテーマに.広

く国民の皆さんに税の意義や役割

を言忍乱していただけるよう､全匡l

的に各種の行事を幅広く行いま+.

下水道事業受益着分粗

金第4期分の納期限は

11朋t旧まででも

今期が恭後の納付ですo　納

入は役場出納室へo

役場下水溝室

14



日t:fi Ll7R収雄二に対してこ理解を

いただきJitくお礼申しtげますo

さて､抽妃のし尿収集状況をみ

ますと特に1り】から句末にかけて

汲取r)申し込みが多くなり浄化セ

ンタ-の処現に苦慮しているとこ

ろですo　浄化センターの業務を円

滑に進めるために一般家庭の便楢

に余裕のある方､又は冬期間でも

汲取りのできる方は1月以降に申

し込み願います｡なお､通常のlIl

込期限については11H2()日まで一受

付しますので皆様カのご協ノ｣を是

非お願いTTlL lけますo

概　津　町

L TyJi処刑1組介

fl ∴.

仰茶イ

Elt.fH3Ttl満になったノJ々に感

謝の')も拙ちを送るには止JL ｢ゆ

うパ′ク(部位小包)｣を御利日

下さい｡

『ゆうパソクの特色』

☆　一個でも無料集/p'(

お屯ul占Tlさい.

☆割引します｡

10個以上まとめれば20%割引

☆早さバッグン

本州方面は航空輸送

☆取接は
｢こわれもの｣｢なまもの｣でも

安心

☆配達したことをお知らせしま

すo　郵便7..1ならではのサーピ
~Jl

☆榊造り､ yLiiyHllき∧fiもサービ

スしますC

古紙回収にご協力をE41月9日UI)耶虎1

収1J!域F7斤･標　津　rFl　街　町)A)各ゴミ収恥所
･恭　一上､骨　地lj　′L満改tLYirセンター･パイロソト会qL'

火Lr-:地L)く　終ゴミ収地所

FLIFl.郵i上剛犬　各コミ収集所

.l】多　糠　地　区　バス件(こ連結をいただければ仙います｡)
･鵜　別　地　rXJ　消肌合鉛

収娘,L.,1,H/lJ.1紙軸･新聞(新別紙･rr.川F込みチラシ･カレンダー等)
･雑1.蕊(過問詰･マンガ本.雑誌･.L;村人Y;)

･ダンボ-ル(みかん竿竹･二躯HTl･イ】けん乍純等)

●.'l･.L方は､LE.新帆､雑誌をそれぞれ分けてひもでしはってくfcさいo

資TTj;このイ】効利刑をはかるため､ご協)Jをお鰍いいたします｡
溢金の　部は.判公袖祉協滅会-寄附させていたたきます｡
★会Ji暮井のお知らせ★

標沖町消雪石協議会では､ nlJ'倍々三淋こ関心をお持ちの守J軌力のある会Ll
を串雛しておりますo共に､泊軌してみたいとJLr.われるjJ々の入会をお寺1

ちしております｡

く資格〉　消戦nThf.に関心を持ちの成人の)ノであれば比別はFH卜､ませんu

入会､おIl.りい介わせについては､役場r蛾L観光課rJJ

株ilTPl川LL皆者協‖哉会lii稚塙へ

屯誠2 2131 I lJJ練246希

○政‖JされたJ^]'TF

登録免,.Jf税の課税牒･ir一の価格か

L占l定賛JS課税fTl脈にて芙録されて

いる価格の圭5g(これまではiiは)

になりました｡

トい　-.-一･ l

o適用の期間

F.71利J62年11j1 1 HからH7絹u64勺

3月31Hまでに登記申前される

ものo

o過Hほれる登記の柿軸
-t･_地のく芙記のうち不軌産の佃Ⅰ鰍

を課税柁一1f一とするものo

･何有権の保存のて7･HC

I TIJHl柿の移松の常.ミLi　川‖縦.

肥Jj､ ,jcHなど)

･地r伸､ 7k小11仲､ JliLlE-1付火

は採イ1柵のF設定､串ム11丈は移

転の領.記
･ I",-亡の常,ill

･和紙JIA産の分離のJ詮..Ll

･ ).Trイ】柵の移帖の似て羊..tlXはJl斤

有権の移松nFtl求柏の1氷令のた

めの仮領.ミ己

○過川され7:lい根‖Llの種XLl

･建物に関するPL.1k妃

･租税1.-J別川iF''u､の過川される

1㌢‖己

印税判別川;;II目上7(う条･ 77条

77条の2･77条の3･77条の1･

77条の.r'y7結束の2･7～与条の3･

81条･81条の:i･H2条

旭､券資柄
18才以_1 25才末梢のPJ I

試験期間及び試験機
皮付的お知らせします0
拭峨稗H
等乱:試験(I柑Ih数IrJ､11台及びf1文)

n述試験･身体検雅･適性検燕

給　　り

初イ工給11O,200円､ボーナス年3回

(4 9ヵ月/Jl).退職トl'l金1イ工期( 2

午)416,333llLZlT･剃(4年) 9OO,O()

orl])

受　　1.1

h衛陳rrl偲…捷寄集事務所
rr.標沖IHJ水1発向H tl

℡01537　2-OlZO
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寄付姦
ござ

>坂rlエシさんは全快祝をやめて

ヰl会h'.I.祁協..滋公-

>JtL三友雌11ト支J')盲は(和的津金として

ヰ1会如祁11も議会へ

>センセンIiiHi).1は北方仙1-返還丑

求ILJi稚蛸へ

>).l.lJHj宅iffさんは行典返しをやめ

て体〒了文化伽yiJ.I;金へ

>川rlいようi:､LJ仏教如八郎(経木キ

ク部1<)はタオルを利金*.u止協..,凝

公へ

戸籍の窓口から

お誕生おめでとう

E7Lllll　ね】rFlちゃん

(払川1-日､ちゃん

Jく芥川　jJち1,/i,

llr松IlJlJカナ,AL,A

17.日[] r)Lナノやん

梢　lT/人ちY/i,

''LuL /*作ら<J/L

川Li川　山　ちゃん

収　袋　田J l　収さん

米　田J r J　さん

メ丈　瓜田J I捲　さん

川　MJhqIL,さん

おくやみ申し上げます

.r I.  i　-･_

加I謝l J5帥さん

人桃　ミ7)さん

u川　スワさん

し竺LpjyLr_聖
(9日1('日から10日lSIほでの月l川'JJJl)

人口のうごき
( )内は前日比

世帯数　2,223世帯(-9)

人　口　7,214人(-21)

男　　3,554^(-15)

女　　3,660人(-6)

上る九日九日､拙川公は鮎と
川北:T<;公知を会場にrL=Irがん検治か･TTJ施されまLLJ｡tiy冶満は今別で九卜人でLLJ

か､そのうちわけをみると次の様にちります./･.Hかん疑い〇八･筋仰髄い川人･情炎一八･r･lH靴粁ポリープ　八･十･.i:内膜椛従い　人.

筋肺の域eE.I.州=-状か無い;は

急いて蛸院に項捨するまでもありませんか･3.砧,.-の検治で就けて経過をみて-i)さい｡

節　回目･那`回目のrl=･:が

ん検治の皮冶月数を八;別してみ

致します｡ ると　H･;　-　人となり､過･TqJ六中川では‖山高となっていま+oこれはぜ冶対象満のうち　l八%の人がせけたことになります｡

今年初めて壕診された力も'
袖JIT叫.*冶されているんも､釆ilは女人･近所のカを　人でもさそって項冶卜さることをお暇い

柁域で'-夫施している/'由

がん検.詮はjiに｢了'.･1.翔が

ん｣を発見するためのもの
です.｢鞘かん｣は｢('(二.が

ん｣のH()%をIElめています｡

のこりの20%は｢ J'',I:I.体か

ん｣ですかこれはryj締別IiiJ

後に鑓ソff:することが多いの

で芸もにかかるノ)は柄P,liで検

瀬を壕けて卜さいo

-子宮がん検診終わるー かがですか

わがまちの誇れる魅力･再発見

北濃速ま毒づくLJ100遜.戯
●応募対象
皆さんのまちや住まい近くで､美しきや潤い､自然との調和
雅史､文化､ 1苗気などの肺で魅力や誇りに.Rr.うものを対象と

しますo　また見体的にLjに見える-IiiIの節所を対象にしま+o

削古着節所の所在地※応募簡所の･{Y,称※魅力や誇r)に,Rl.う珊

由(写共を添付していただくと人変参考になりますo) ※応募
名の住所､氏名､屯註占番号､年令

●応暮方法
官魁はがきに次の内容を記赦し､事務局に郵送するか標WPlT
役場企Li5J粘輿課まで届けて卜さい｡
●応♯XFI伺

昭和62年10日1日からF榊IT63年1日末日までo

●i耳定方法
皆さんの応募の小から番館委且1台が選足します｡
●発　　表

63年3 Tl発炎

●応書先
〒060-91札幌f行中央区大通西3 L`臼6北海道新聞社事業局文
化事業部内｢北海道まちづくり100選'k守】香呈1台弔棉応IJ｣宛
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